
 
 

  

 

  

 

     

 

  

 

 

 

  



美里町牛飼の「応安
おうあん

の板碑
い た び

」は、応安４年(1371)に

建立された、高さ３ｍ６９ｃｍ（地上部２ｍ８０㎝）、

幅９１ｃｍの大きさを誇る大型の板碑です。また、その

字体の美しさ・力強さは見事なもので、願文
がんぶん

表現に見ら

れる深い教養などからも、町内にも数ある板碑の中でも

群を抜いた逸品と言われています。 

阿弥陀
あ み だ

三尊
さんぞん

を種子
し ゅ じ

に奉じ、法華経
ほけきょう

への信仰を立願して

いるといわれています。建立者は刻まれておらず不明で

すが、当時このような大型の板碑を建立することができ

た有力者が当地にいた何よりの証です。この頃は中世の

豪族大崎氏の威光
い こ う

が当地方まで及んできた時期であり、

建立者も大崎氏に連
つら

なる者である可能性が高いと考えら

れています。 


